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平戸警察署協議会第２回会議議事概要

日 時 令和４年４月2７日(水) 13時30分～15時55分

場 所 平戸警察署講堂

１ 協議会

阿部会長 岡田委員 北川委員 田中委員 長崎屋委員

２ 警察署

出 席 者 野口署長 川口副署長 秋山警務課長 中村地域課長

交通係長 生活安全係長 警備係長

３ 書 記

留置係長

１ 前回会議での協議会の意見に対する推進状況について

署長から、前回協議会における提出意見である「新型コロナウイ

ルス感染症対策」に対する推進状況について、次のとおり説明があ

った。

(1) 感染防止対策（新しい生活様式）の徹底を図った。

(2) 感染防止対策と業務継続をセットとした各種対策を実施した。

２ 令和４年１月から３月までの業務重点推進結果について

各課長等から、次のとおり説明があった。

(1) 高齢社会総合対策の推進

高齢者を犯罪被害から守る各種講話及び広報活動の推進

(2) 狩猟期における事件事故の防止対策

会議の状況 ア 狩猟期間 11月15日から２月15日まで

イ 狩猟に関する法律

ウ 狩猟場所

エ 狩猟者の証明

オ 猟銃所持者に対する指導

カ 積極的な違反取締り

(3) 第20回長崎県知事選挙違反取締り活動の推進

所要の体制で取締りを実施

(4) 迅速な事件・事故対応の推進

ア 110番通報の広報

イ 各種警戒活動の強化

(5) 交通事故抑止対策の推進

歩行者保護対策の推進

(6) 国際テロ対策の推進

国際テロの未然防止に向けた取組

３ 令和４年平戸警察署業務運営重点について

署長から、令和４年における平戸警察署業務運営重点「高齢者総

合対策の更なる推進」について、次のとおり説明があった。

(1) 独居高齢者、高齢者世帯が増加しており、自主防犯意識の向上



を図る必要がある。

(2) 高齢者が関係する取扱いが大半を占める状況にあるため、高齢

者対策に特化した犯罪抑止などの対策の更なる推進が必要である

会議の状況 ため。

４ 業務重点推進計画について

副署長から、次のとおり説明があった。

(1) 高齢社会総合対策の推進

ア 情報発信・広報啓発活動の推進

イ 関係機関との情報共有、連携強化による対策の推進

(2) 進学・進級時における少年非行・犯罪被害防止の推進

ア 少年に対する有害環境の浄化

イ 登下校中の見守り活動の強化と少年の犯罪被害防止

(3) 第26回参議院議員通常選挙違反取締り活動の推進

ア 厳正・公平な取締りの推進

イ 選挙違反情報の収集活動の推進

(4) 制服を見せる活動の推進

ア 通学路等における街頭活動の強化

イ 各種事件・事故の未然防止広報活動の推進

(5) 交通事故抑止対策の推進

子供の交通事故防止対策の推進

(6) 梅雨期における災害対策の推進

ア 危機管理体制の構築

イ 災害危険箇所の実態把握

ウ 装備資機材の取扱要領の習熟

５ 諮問テーマに対する答申について

署長から、協議会に対して諮問があり、協議会から次のとおり答

申された。

(1) 諮問テーマ

トラクター事故防止に関する効果的な広報活動

(2) 協議会からの答申

ア 農協、農機具販売店等との協力による展示会での講話

農協や農機具販売店等と協力し、展示会等での講話や広い場

所での操作要領などの研修を行う。

イ 販売店を通じてのチラシ配布等による広報

トラクター使用者が立ち寄る機会が多い農機具販売店等にチ

ラシを置く。

１ 行楽期における事件事故の防止について

５月の連休を含め、行楽期には県内外から多くの来島者が予想さ

提 出 意 見 れるため、交通事故を含む各種事件事故の防止に努めていただきた

い。

２ ニセ電話詐欺事件の被害防止対策について

ニセ電話詐欺の被害がなくならない現状において、これ以上の被

害を発生させないよう、被害防止対策を推進していただきたい。


